
 

 

 

 

夏山集中登山  ８月５日  立山・別山コース     玉置 安世 

山 名 立山・別山コース 山行名 例 会 

ルート 雷鳥荘～別山南峰・北峰～雷鳥荘 

山行日 2023.8．5 天 候 晴のち小雨 

参加者 
リーダー：玉置       サブリーダー：原田 

男性：永井・吉川   女性：永江         合計：５名  
ルート概略図 

      
コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

雷鳥荘 
集  

別山北峰 
着 11：35 

発 7：00 発 11：40 

雷鳥沢 

野営場 

着  
別山南峰 

着 11：50 

発 7：30 発 12：10 

新室堂乗越 
着 8：18 

剣御前小屋 
着 12：45 

発 8：23 発 13：10 

剣御前小屋 
着 10：20 

新室堂乗越 
着 14：47 

発 10：40 発 15：00 

別山南峰 
着 11：20 

雷鳥荘 
着 ⒗：02 

発 11：30 発  

雷鳥荘での朝食バイキングをいただき、SL の H さんを先頭に出発。天気は快晴。気分も上が

る。雷鳥沢野営場までの長い階段を下り、橋を渡り、沢沿いに行く。しばらく進むと雷鳥坂と

の分岐を過ぎ新室堂乗越へ。ここからは段々高度があがる。チングルマやヤマユリなどたくさ

んの花々に遠くに槍や薬師もみられる。途中雷鳥の親子に遭遇。急登での疲れも吹き飛ぶ。剣

御前小屋までの岩場で少々苦戦。見えているのになかなかつかない。小屋前では剱岳に行く人

もたくさん。剣御前小屋を第一目標としていたが、みんな元気そうなので別山をめざす事に。

別山南峰までは意外に遠い。やっとたどり着く。小さな祠がある。その横に日本一高い所にあ

る？硯ヶ池があるが、水たまり？って感じ。北峰までの稜線もすばらしい。剣岳が間近で大迫

力。剣岳をずっと眺めながら幸せな時間。北峰は石が積んであるだけで特に目印もなく。南峰

に戻り小屋で用意してくれたお弁当をいただく。剣御前小屋を出る頃雨がぱらつく。新室堂乗

越までの急登の長いこと。足も弱ってきたので慎重に下る。途中またまた雷鳥に遭遇。ラッキ

ー。疲れも吹き飛ぶ。雷鳥沢野営場からの上り階段は疲れた足にはきつい。雷鳥荘手前でザー

ッと雨にあたる。下りで時間もかかり到着が遅くなり心配をおかけしました。出迎えて下さっ

た方々ありがとうございます。膝の痛い人、歩きに自信の無い人で構成されたチームで何処ま

で行けるか？心配でしたが，別山まで全員で登れて怪我なく無事に帰って来れて何よりです。

同行の方ありがとうございます。感謝。別山稜線からの圧巻の剣岳が目に焼き付いています。

そうそうこれが見たかった。※上り 827m下り 827m距離８㎞     ヒヤリハットなし。 

 
永井 繁一 

目の当たりにした剣岳に感動しました。直前に別山グループへ変更した結果であり、楽しい山行にな
りました。皆さんありがとう御座います。 

吉川 茂 
これまでの登山は何時も皆んなに、遅れないよう必死で 登っていました。今回の別山登山は、原田
さん玉置さんのリードが五人ピッタリ合い気持ちに余裕が持てる登山になったように感じ、そのおか
げか、雷鳥の親子                のお出迎え、残雪で戯れ遊ぶ滑り転びそうになった余裕    
登頂すると、日本一高い池 これは期待ハズレ、ほんとうに楽しい       登山が      出来ました。玉置さ
ん原田さん永江さん永井さん、それから 黒崎さん山友会の皆、ありがとうございます。 
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